
第２回 まち・ひと・しごと創生戦略会議（H27.9.11）

１．生活者要件の整理

２．小牧市の強み・弱みの整理

【資料２】

1

３．将来ビジョンの検討

４．具体施策の検討

議題主旨：生活者要件を共有し、再定義する



1．事前分析・アンケート結果の整理

主に「職場へのアクセス」「居住環境の充実」「育児環境の充実」が、居住地選定の際に重要視される要件として

抽出された

前提となる事前分析（各種統計）前提となる事前分析（各種統計）前提となる事前分析（各種統計）前提となる事前分析（各種統計）

• 小牧市の人口は横ばいで推移しているもの

の、生産年齢人口の減少が顕著である

• 自然増であるものの、増加数は逓減してき

ている

アンケート結果アンケート結果アンケート結果アンケート結果

• 移住時のライフステージ

– 一般に「結婚/出産/育児」期が最も多い

• 移住先選定時に重視する項目

– ①「職場へのアクセス」①「職場へのアクセス」①「職場へのアクセス」①「職場へのアクセス」が必要条件として重

視されている
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ている

• 社会減であり、特に生産年齢人口の転出超

過が顕在化している

• 人口減少及び、市経済の縮小を食い止め

るためにも、「生産年齢」の生活者にアプロ

ーチすることが肝要である

– 閑静な街並みや緑地、治安、魅力的な住居

など②「居住環境の充実」②「居住環境の充実」②「居住環境の充実」②「居住環境の充実」も条件の上位とし

て挙げられた

– 次いで③「育児環境の充実」③「育児環境の充実」③「育児環境の充実」③「育児環境の充実」が挙げられ、特

に「結婚/出産/育児」期においては高い値を

示した

• 小牧市の評価

– 上記の①(自家用車による)職場へのアクセス

に関しては評価が高い

– 一方で②居住環境、③育児環境については

居住経験のある人の満足度は高いものの非

居住者のイメージは良くない



（補足分析） 平成26年の小牧市人口の社会増減

生産年齢人口(特に25-34歳)の転出超過は男女ともに顕著であり、特に女性は20代前半からその傾向が強い

平成平成平成平成26262626年の小牧市の転入転出状況年の小牧市の転入転出状況年の小牧市の転入転出状況年の小牧市の転入転出状況
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イメージを表示できませ

ん。メモリ不足のためにイ

メージを開くことができな

いか、イメージが破損

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

年齢年齢年齢年齢5555歳階級歳階級歳階級歳階級 生産年齢のみ抜粋生産年齢のみ抜粋生産年齢のみ抜粋生産年齢のみ抜粋 （人）

60606060～～～～64646464歳歳歳歳

55555555～～～～59595959歳歳歳歳

50505050～～～～54545454歳歳歳歳

■女性

男性

3

資料: 平成26年 住民基本台帳 年齢（3区分），男女別他市区町村からの転出入者数－全国，都道府県，市区町村

平成26年 住民基本台帳 人口移動報告 年齢（5歳階級），男女別他市区町村への転出入者数
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• 一方、25-29歳、30-34歳

は転出超過。転勤の影響

が大きいと推測される

• 女性の15-34歳は、一貫

して減少しているので、転

出要因は検討の必要あり

イ

メ

ー

ジ

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イ

メージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを

開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入して

ください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損し

ている可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い

x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。
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示される場合は、イメージを削除して挿入してください。
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シナリオ別将来人口推計シナリオ別将来人口推計シナリオ別将来人口推計シナリオ別将来人口推計****

（補足分析） 小牧市 長期的な人口の見通し ※国・愛知県に準拠した場合

国の「長期ビジョン」では、若い世代の結婚・子育ての希望が実現するならば、わが国の出生率は1.8 程度まで向上が見込まれるとしており、また長期的に人口を

安定させていくためには、出生率を人口置換水準2.07に回復させていくことが必要と考え、愛知県もこれに準じ人口ビジョン案を発表。

小牧市がこれに準拠した場合の見通しは以下のとおり。
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* 2010年の人口は住民基本台帳の数値を使用。変数（合計特殊出生率、純移動率等）は国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠

* *合計特殊出生率が、1.55 (2010), 1.80 (2030), 2.07 (2040-2060)と変化すると想定.間の区間は線型的に増加するものと仮定
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第６次小牧市総合計画新基本計画における人口推計ベースシナリオ

**出生率増加シナリオ

シナリオ１

シナリオ２



（補足分析） 出産/育児期に移住する女性の居住要件

出産/育児期の女性は、居住地選定要件に関して他の生活者以上に、 「育児環境」「街が閑静で落ち着いてい

る」を重視している割合が多く、「医療機関の充実」「子どもの安全」「街の清潔さ」といった視点も重視している

Q. あなたが現在の居住地に住む要因となった項目を全てお選びください。

全対象者

*

が居住地選びで重視するポイント 出産育児期女性が重視するポイント

ランキング 項目(Top10) 割合(%) ランキング 項目(Top10) 割合(%)

1  職場アクセス(自家用車) 43% 1  職場アクセス(自家用車) 34%

2 家賃・地価 29% 2 育児環境　 33%

5* 居住地選定に関するアンケート対象者

3  職場アクセス(電車) 26% 3  街が閑静で落ち着いている 22%

4  職場アクセス(徒歩/自転車) 19% 4  余暇における交通機関の利便性　 21%

5  街が閑静で落ち着いている 14% 5 家賃・地価 20%

6  商業施設の充実(日用品) 13% 6  職場アクセス(電車) 19%

7  余暇における交通機関の利便性　 13% 7 医療機関の充実　 17%

8 育児環境　 10% 8 子供の安全性 16%

9  緑地などの自然の多さ 9% 9  商業施設の充実(日用品) 15%

10 その他の治安　 9% 10 街の清潔さ、きれいさ 14%



1．第１回戦略会議における生活者のニーズに関する議論の整理

先述の「職場アクセス」「居住環境」「育児環境」への様々な観点からの指摘に加え、新たに働き方や経済以外の

評価尺度といた論点が挙がった

アンケートにアンケートにアンケートにアンケートに

基づく基づく基づく基づく

①職場への①職場への①職場への①職場への

アクセスアクセスアクセスアクセス

• 「女性にとっての職場アクセスも、男性のそれと同等に重要である」

• 「特に、育児期の家族は、近隣の雇用機会(電車に乗らなくても済み、

すぐ家に駆けつけられる職場)を求めている」

第１回戦略会議における主な意見第１回戦略会議における主な意見第１回戦略会議における主な意見第１回戦略会議における主な意見

②居住環境②居住環境②居住環境②居住環境

の充実の充実の充実の充実

• 「おしゃれな街であること、シンボリックな場所があること、商業的に

充実していることは潜在居住者を惹きつける要素である」

• 「生活者は出産を機に他市へ転出する傾向があるので、ライフステ
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基づく基づく基づく基づく

要件定義要件定義要件定義要件定義

＋

の充実の充実の充実の充実
• 「生活者は出産を機に他市へ転出する傾向があるので、ライフステ

ージに適合した住居の提供が必要である」

③育児環境③育児環境③育児環境③育児環境

の充実の充実の充実の充実

• 「第三子の保育料無償化や子ども向け施設等、育児環境は充実し

ているようだが、うまく発信できていない印象がある」

• 「国際色の豊かな工業地帯は、治安の悪化傾向がみられるが、ニュ

ーヨークのようにイメージ面での向上は可能である」

戦略会議において戦略会議において戦略会議において戦略会議において

新たに登場した論点新たに登場した論点新たに登場した論点新たに登場した論点

• 「20～30代の若い世代を呼び込むには、ネットベンチャー等の若い

人たちの新しい仕事観にもアピールすることが必要である」

• 「経済的な指標では評価できない地域住民の幸福度や信頼関係を

表すソーシャル・キャピタルのような概念も考慮すべきである」



1．（参考） タウンミーティングのアンケート結果_居住地選定に関する考察

「職場アクセス」や「育児環境」はタウンミーティングのアンケートにおける小牧市の選定理由としても上位に挙げ

られているが、居住環境の充実に関わる意見は少数に留まった

対象者： 保育園児の子どもを持つ父母 （n = 52）

48.1%

48.1%

32.7%

30.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

職場へ車でのアクセスがよい

実家へのアクセスがよい

小さいころから住んでいる

育児環境がよい

居住地としての選定理由（件）
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* 公共施設は、公園、イベント会場、その他(スポーツ施設、図書館）など

30.8%

11.5%

9.6%

3.8%

3.8%

3.8%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

0.0%

育児環境がよい

公共施設が充実している

保育施設が充実している

社宅があるなど会社の事情

夫の実家

その他

職場へ電車でのアクセスがよい

職場へバスでのアクセスがよい

職場へ徒歩・自転車でのアクセスがよい

家賃・地価が安い/適正

交通機関の利便性がよい

*



1．（参考） タウンミーティングのアンケート結果_子どもの人数に関する考察

子どもを理想の人数まで持つことができていない理由は、仕事と育児の両立や経済的な理由が多くを占めている。

対象者： 子どもの人数が理想の数に達していない父母 (n = 21)
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* タウンミーティングのアンケート結果をもとに分析



1．生活者要件のまとめ

生活者要件は就労環境(職場アクセス・柔軟性)、居住環境(ライフステージに適合した住居・街)、育児環境(子

の安全・充実した育児サポート)である

事前分析・アンケートで事前分析・アンケートで事前分析・アンケートで事前分析・アンケートで

明らかになった生活者要件明らかになった生活者要件明らかになった生活者要件明らかになった生活者要件 戦略会議における追加論点戦略会議における追加論点戦略会議における追加論点戦略会議における追加論点 タウンミーティングタウンミーティングタウンミーティングタウンミーティング 生活者要件の再定義生活者要件の再定義生活者要件の再定義生活者要件の再定義

• 居住環境の充実

– 地価/家賃

• 女性が仕事と育児を両

立できるような職住近

接の環境

• ライフステージの変化（

出産等）に適合した住

• 快適な職場アクセス

• 住宅補助

• 病院アクセス

• 職場アクセス

– 自家用車

– 電車

– 徒歩/自転車

• 育児世代（特に女性）育児世代（特に女性）育児世代（特に女性）育児世代（特に女性）

の職場アクセスや柔の職場アクセスや柔の職場アクセスや柔の職場アクセスや柔

軟な雇用環境軟な雇用環境軟な雇用環境軟な雇用環境

＋

• 充実した企業数・仕事充実した企業数・仕事充実した企業数・仕事充実した企業数・仕事

環境環境環境環境
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– 地価/家賃

– 医療機関の充実

– 治安

-

出産等）に適合した住

居の存在

• 教育や育児に関わる施

策の充実

• 良好な治安

• 新しい働き方への対応

• ソーシャル・キャピタル

のような非経済的指標

による市の活性化

• 病院アクセス

• 教育や育児に関わる施

策の充実

• 良好な治安

-

• 育児環境の充実

– 保育施設の質・数

– 育児補助金

– 出産補助金

軟な雇用環境軟な雇用環境軟な雇用環境軟な雇用環境

• ライフステージに適合ライフステージに適合ライフステージに適合ライフステージに適合

した（住居・街双方の）した（住居・街双方の）した（住居・街双方の）した（住居・街双方の）

居住環境居住環境居住環境居住環境

• 安全で充実した育児安全で充実した育児安全で充実した育児安全で充実した育児

環境環境環境環境

• 上記の要件にトレード上記の要件にトレード上記の要件にトレード上記の要件にトレード

オフがなく、且つ全てオフがなく、且つ全てオフがなく、且つ全てオフがなく、且つ全て

を満たすことができるを満たすことができるを満たすことができるを満たすことができる

環境作り環境作り環境作り環境作り

＋


